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是非とも知っておいて頂きたい「本日のポイント」

① ロータリー財団委員会の活動方針と「定義」と「使命」

② RID2660ロータリー財団補助金「重点施策」

③ RID2660中期3ヶ年目標と年次目標

④ ロータリー財団補助金の原資（シェアシステム）

⑤ ロータリー財団「補助金の種類」

⑥ 地区補助金利用「スケジュール」

⑦ RACのための財団補助金「活用情報」

⑧ RID2660地区財団委員会「活動と役割」



RID2660 ロータリー財団委員会の活動方針

５つの小委員会 活 動 方 針

ポリオ・プラス ポリオ根絶について理解と協力を得られるよう啓発活動
を行う

資 金 推 進 補助金の原資となる寄付金への理解と協力を得られる
ように活動を行う

資 金 管 理 補助金の適正活用に必要な情報を提供し、適正な補助金活用
の管理を行う

補 助 金 ロータリー財団の方針に基づきＤＤＦ（地区財団活動資金）
の活用を推進し補助金の公平な配分を行う

奨 学 金 地区財団奨学生事業の広報を行い募集選考から留学終了まで
奨学生のフォローを行う



ロータリー財団章典に定められた「定義」と「使命」

〇ロータリー財団の定義

ロータリー財団は、ロータリークラブおよび地区を通じて実施され承認された
人道的および教育活動を支援するための寄付を受け資金を
配分する非営利団体である。

〇ロータリー財団の使命

ロータリー財団および国際ロータリーの使命は、
ロータリアンが人々の健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、環境保全に取
り組み、貧困をなくすことを通じて、世界理解、親善、平和を構築できる様支援
することである。

ロータリアンが積極的に参加する事
(ロータリアンが汗を流す活動であること）



RID2660 ロータリー財団補助金利用の重点施策

2024-25年度（大橋ガバナー年度）
財団補助金利用の重点施策

1.能登半島地震への支援
被災地の1日でも早い復旧に向けた支援活動を推進

2.平和構築への支援
平和フェロー、グローバル奨学生の積極的な推薦

3.RACによる地区補助金活用の支援
ポリオチャリテイイベントの寄付により、地区内すべてのクラブが
寄付達成クラブ 



地区中期3ヶ年目標（2022-23～2024-25）と年次目標

➢地域調査に基づいた持続可能でインパクトをもたらす奉仕の強化
年次目標：財団補助金活動を増やす
年 次 基 金 寄 付   $150/会員

➢ポリオ根絶のためにアドボカシー活動とファンドレイジングの推進
年次目標：世界ポリオデーに活動する
ポリオ･プラス寄付   $50/会員

➢ロータリーの活動を末永く支えるための基金寄付の推進
年次目標：恒 久 基 金 寄 付     $30/会員



1961年カナダとソビエト連邦から緊急に
国の承認手続きを得ずにワクチンを輸入

古井喜実厚生大臣は「責任はすべて私にある」と述べ、
薬事法を超えて超法規的措置をとり輸入に踏み切った。

1980年 野生型ポリオ根絶
1980年以降はワクチン由来による罹患者よるもの。

2012年より不活化ワクチンに変更

かつて日本でもポリオ大流行



講話「ポリオを知り行動しよう」尾身 茂 公益財団法人結核予防会理事長

2023年11月21日 第52回ロータリー研究会

世界中から「ポリオウィルス」を追い込んだ現在がある
のは、尾身先生のおかげと言って過言ではありません。



GPEI（世界ポリオ根絶推進活動）

アメリカ疾病管理予防センター

こどもの予防接種プログラム
ビル＆メリンダゲイツ財団が設立

世界保健機関



My Rotaryを活用しよう！
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全会員の寄付状況



ロータリアンからの寄付
年次基金寄付 恒久基金寄付 使途を指定した寄附

投資され３年後 全額積み立て 投 資 ポリオプラス等

全額 収益のみ

運営費５％ シエア９５％

47,5% 47,5%

国際財団活動資金＝WF 地区財団活動資金＝ＤＤＦ

シエアシステムによる財団活動資金

世界の優先課題に取り組む活動に
資金を提供するものです。

グローバル補助金と各種プログラム

地区が使途を決定
地区補助金

グローバル補助金

補助金
の原資



地区補助金 グローバル補助金 大規模プログラム補助金 災害救援補助金

人道奉仕 奨学金 職業研修 人道奉仕 災害復興支援

・社会奉仕

・国際奉仕

・小規模および短期

・地区が管理し配分

・年度内申請１件

・申請期間3～4月

・国際奉仕

・ロータリーのある国

・$30,000以上

・7重点分野

・持続性が必要

・通年随時申請

・国際奉仕

・3～５年の活動

・$200万ドル以上

・毎年1口（競争制）

・6重点分野

・持続性

・世界競争制

・社会奉仕

・被災地区が申請

・＄25,000以下

ロータリー財団の「補助金の種類」



7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

2024-25年度(大橋ＤG年度）

次年度の資格認定
25年1月25日(土）

2025-26年度(吉川ＤG年度）

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

次年度の申請受付
3月＆4月

財団から補助金着金後
プロジェクトの開始

9月以降

承認手続期間
5月＆6月

地区補助金の申請スケジュール



RACのためのロータリー財団補助金の活用情報

➢2023-24年度以降ロータリークラブの申請要件と同様に前年度寄付実績が
申請要件となります、今年度中にクラブ又は個人からの寄付合計額が100㌦
に達したクラブ贈られる「ローターアクト寄付達成証」が必要になります

➢ロータリー会員は財団補助金の恩恵を受けることは、認められていませんが
ローターアクターは例外として財団奨学金（グローバル奨学生、平和フェロー）

 の受給権利が認められます、RACの友人・知人の応募も可能です



活動の種類 プロジェクト
総額

クラブ負担額 地区補助金

社会奉仕活動 20万円以上 地区補助金申請額
の10％以上

18万円～30万円 

RACのための地区補助金申請要件(DG)

地区補助金配分額



提 唱 者

・実施国または援助国の代表提唱者のいずれかは、
ロータリークラブまたは地区であること。

・提唱RACは、過去ロータリークラブのグローバル
補助金活動に協力した経験があること。

財団要件

活 動 人道的国際奉仕活動

プロジェクト総額 30,000ドル以上

DDF申請額 17,000ドル以下

地区要件RAC拠出金
(代表提唱クラブ)

400ドル以上

RACのためのグローバル補助金申請要件(GG)

グローバル補助金申請要件と地区財団活動資金（DDF）配分額
（2022年7月から申請可能）



「公平 Equity」と「平等 Equality」

国際ロータリーのコミットメントとしてDEI：Diversity, Equity and Inclusionを発出、
その意味合いを広報しています、特に、「公平Equity」は決して
「平等Equality」ではなく、奉仕を提供される方ばかりではなく、提供する側も
「状況にあった」「身の丈に合った」という考え方を強調しています。

ロータリーが目指すべきは平等ではなく公平さであることを
ご理解ください。



RID2660 地区財団委員会の活動と役割

➢年次寄付目標の達成と全クラブの参加（ゼロクラブをゼロに）
「年次基金寄付」「ポリオ基金寄付」「恒久基金寄付」

➢ポリオ根絶への理解を深めるための活動

➢財団補助金活用推進と適正な補助金管理のためのクラブサポート

➢RACの財団補助金活用とロータリー財団活動への理解と啓発

➢財団グローバル奨学生事業について理解と啓発



ご清聴ありがとうございました

ロータリー財団へのご理解とご協力をお願い申し上げます
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